
雛　　ト　　難
　コ　げセ　1　髪

　　コし
セ

ー
、
1

｝翻

　　　，　　塘　　　1

欝

Nσ．515
平成13年7月10日

噸

　
、
曳
謙
臥
・

蔑
；
燃

繋ゼ潤

蠣
驚
嫡

国
繍
，
プ

鐵
範
．
ε
、
麗
、
鳳
難
　
　
　
　
、
、
｛

　
無
　
葦
鰺
、
」
糊
操
嶽
翻
懸

　
畑
産
　
　
　
　
，
　
風
w
鰻
、
眠
縣
灘
麟

噸

動春はじめた1

いのちの世紀

〒948－0192　新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地　TELO257－68－3111　FAXO257－68－3828

発行・編集　川西町役場総務課E－Mail：kawanisi＠mail．tiara．orjp　（毎月10日発行）

　　　　　　URL　http：／／www，town。kawanishi．niigata，jp／

人ロの動き
　7月1日現在
男4，089（一4）
女4，196（一4）
計8，285（一8）
世帯数2，300　（　O）

（　）は前月比較



●●●●o●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●oo●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●oo●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　Φ表紙の写真Φ　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　うっとうしい梅雨の季節ですが、野や山に　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i出かけると、新しいいのちの営みに出合うこ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　とができます。　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　上段右の写真は、並んでヤマグリの花の蜜　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iを吸うミドリヒョウモン（オス）と、ヒメス　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iズメバチ。＜越ヶ沢＞　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　上段左は、アジサイの葉の下で巣作りに励　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iむフタモンアシナガバチのメス。＜霜条＞　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　下段右は、ハナニガナの花の密を吸うメス　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iグロヒョウモン（メス）。＜田戸＞　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　下段左は、あぜ草の中に産み付けられたモ　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　リアオガエルの卵。その前で、卵を守るよう　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iにウキクサの閤から顔を出しているのは、な　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iぜかトノサマガエル。＜星名新田＞　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　おっかないハチや、気味悪がられるカエル　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iも、こうしてみると「新しいいのち」を育む　i
ニ　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

iために一生懸命で、とても美しいものですね。　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●00●●O●●●●O●●O●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●o●●●●●
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i－c。ntents一主な内容一c。ntents－i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………P2～3………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i⇒お寄せくださいあなたの意見　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………P4～5………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒特集〈天神ばやしはどこから来た？＞　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………P6～9………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒議会報告／一TOPICS一まちの話題　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………　P10　………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒フォト散歩／ズームアツプ役場　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　・…………・・…　P11　………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒おらムラの話　　　　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　…・…………・・P12～15………………　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒募集・お知らせコーナー　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　・……・・………P13～14………………　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒里創プラン／千手温泉／生涯学習　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………　P15　………………　i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒俳壇／くらしとけんこう　ほか　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………………　P16　………………　 i●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒戸籍の窓／ちいさな展覧会　ほか　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●o●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●・o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　13．7．10②

動お寄せください

　あなたの

蟻
、

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
や
意
見
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
届
い
た
も
の
の
中
か
ら
、
差
出
人
が
明
ら
か
な
も
の
や
、
紙
面
で

回
答
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
、
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
84
歳
・
男
性
）

①
十
日
町
市
と
合
併
し
て
も
、
公
共
施

設
は
十
日
町
市
へ
移
さ
な
い
で
ほ
し

い
。
（
む
し
ろ
充
実
し
て
ほ
し
い
）

②
ダ
ム
の
水
を
消
雪
パ
イ
プ
に
利
用
で

き
な
い
か
。

③
千
手
温
泉
に
低
温
浴
槽
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

④
手
頃
な
ス
キ
ー
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
。

⑤
商
店
が
減
ら
な
い
よ
う
に
商
業
活
動

を
活
発
に
し
て
ほ
し
い
。

〈
合
併
は
ま
だ
白
紙
〉

0
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
が
本
年

二
月
に
「
新
潟
県
市
町
村
合
併
促
進
要

綱
」
を
定
め
、
県
下
百
十
一
の
市
町
村

数
を
二
十
一
に
す
る
と
い
う
合
併
パ
タ

ー
ン
を
提
示
し
た
こ
と
か
ら
、
に
わ
か

に
現
実
味
を
帯
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
い
つ
ま
で
に
ど
う
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
つ

い
て
各
種
支
援
策
を
定
め
た
「
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
期

限
が
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
つ
の
節
目
に
な
る
と
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
合
併
問
題
は
、
住
民
の
皆

様
の
生
活
に
直
結
す
る
大
問
題
で
あ

り
、
後
顧
の
憂
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
考
え
で
は
、
合
併
す
る
、
し

な
い
は
白
紙
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
三
月
末
に
は
特

別
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ

と
は
、
合
併
す
る
こ
と
、
又
は
し
な
い

こ
と
の
影
響
と
し
て
、
住
民
の
皆
様
の

幸
せ
感
が
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
関
係
市
町

村
と
の
協
議
の
状
況
や
、
住
民
の
皆
様

の
議
論
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
適

切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
ご
意
見
ご
要
望
に
つ
い
て

は
、
貴
重
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い

ま
す
。
仮
に
合
併
す
る
と
し
た
ら
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
さ

ら
に
は
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
生

じ
る
よ
う
、
合
併
条
件
と
し
て
関
係
市

町
村
と
協
議
す
る
事
項
に
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
多

く
の
皆
様
の
お
考
え
が
表
明
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
住

民
の
皆
様
が
自
ら
議
論
し
、
適
切
な
判

断
が
で
き
る
よ
う
、
広
報
な
ど
を
通
し

て
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

〈
水
の
有
効
利
用
を
推
進
〉

②
現
在
、
道
路
除
雪
は
機
械
を
中
心
に
、

人
家
連
た
ん
地
区
で
は
消
雪
パ
イ
プ
除

雪
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
も
年
々
増
設
さ
れ
、
多

量
の
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
。
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こ
の
結
果
、
水
位
低
下
が
目
立
ち
水
量

不
足
が
生
じ
て
、
こ
れ
以
上
の
増
設
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
消
雪
パ
イ
プ
を
補
完
し
た

り
、
さ
ら
に
雪
処
理
機
能
を
高
め
る
施

設
と
し
て
、
流
雪
溝
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
ダ
ム
の
貯

留
水
は
、
冬
期
間
は
使
用
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
流
雪
溝
用
水
と
し

て
活
用
す
べ
く
、
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
ま
す
。

〈
楽
し
み
な
新
し
い
温
泉
〉

③
温
泉
施
設
は
今
年
十
月
二
十
三
日
の

完
成
を
目
指
し
て
建
築
中
で
す
。
現
在
、

既
に
屋
根
建
築
に
と
り
か
か
っ
て
お

り
、
こ
こ
ま
で
き
ま
す
と
設
計
変
更
は

難
し
い
状
況
で
す
し
、
ス
ペ
ー
ス
か
ら

み
て
も
増
設
は
困
難
で
す
。

　
浴
槽
は
、
一
般
風
呂
、
露
天
風
呂
、

家
族
風
呂
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
三
つ
の
風
呂
の
組
み
合
わ
せ
で
、
低

温
も
必
要
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

着々と工事が進む千手温泉

〈
ス
キ
ー
場
は
広
域
対
応
で
〉

④
交
通
の
利
便
や
標
高
、
斜
面
の
勾
配
、

雪
質
な
ど
の
条
件
を
考
え
る
と
、
当
町

は
本
格
的
な
ス
キ
ー
場
を
計
画
す
る
に

は
適
地
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
集
客
能
力

に
し
て
も
疑
問
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。　

川
西
町
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
対
応
の

角
万
寺
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
て
あ
り
ま

す
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場

と
し
て
、
中
子
台
地
を
整
備
し
て
小
学

校
・
中
学
校
の
生
徒
に
開
放
し
て
い
ま

す
。　

近
隣
に
設
備
の
整
っ
た
ス
キ
ー
場
が

多
数
あ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も
、
最
近

で
は
夏
場
と
あ
ま
り
変
わ
り
な
い
状
況

で
す
の
で
、
本
格
的
な
ス
キ
ー
を
楽
し

み
た
い
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
消
費
者
も
協
力
を
〉

⑤
商
店
の
活
性
化
は
、
町
の
活
性
化
に

直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
す
。

　
現
在
、
県
道
の
街
路
整
備
計
画
も
含

め
、
千
手
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
合

わ
せ
て
商
業
振
興
を
目
指
す
「
賑
わ
い

空
間
創
出
事
業
」
を
町
の
一
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
当
然
、
商
工
会
や
商
店
の
皆
様
と
も
、

商
業
発
展
・
活
性
化
策
に
つ
い
て
連
日

の
よ
う
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仙
田
地
域
で
も
、
仙
田
体
験
交
流
館

と
合
わ
せ
て
道
の
駅
も
七
月
十
五
日
に

は
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
上
野
地
域
で
も
、
国
道
の
改
良
計
画

が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
計
画
と
平
行
し
て
、
商
店
の
活
性
化

計
画
も
、
真
剣
に
協
議
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
商
業
振
興
は
商
業
界
や
行
政

だ
け
で
な
く
、
消
費
者
も
積
極
的
に
関

わ
ら
な
け
れ
ば
成
し
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
様
も
、
地
元
消

費
や
、
情
報
提
供
等
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

叢
描
灘
嚢
鞍
灘
簾
叢
韓
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

①
役
場
の
窓
ロ
な
ど
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

等
の
こ
と
ば
を
か
け
て
ほ
し
い
。

②
玄
関
に
美
し
い
花
が
あ
っ
て
、
心
が

和
ん
だ
。

〈
脱
！
力
夕
い
役
場
〉

0
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
き
の

様
子
と
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
提
言

と
し
て
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
も
常
々
同
様
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ

れ
、
町
中
に
活
気
が
満
ち
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
堅
く
て
気
兼

ね
を
す
る
と
こ
ろ
と
感
じ
て
い
る
方
は

多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
役
場
に
直
接

用
事
が
あ
る
こ
と
は
年
に
何
回
も
な
い

た
め
に
、
と
り
わ
け
足
が
重
い
と
こ
ろ

と
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
窓
口
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
は
、

あ
い
さ
つ
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
小
声
の
あ
い
さ
つ
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
事
務
を
執
っ
て
い

る
と
下
を
向
い
て
い
る
た
め
に
お
客
様

が
い
ら
つ
し
や
っ
た
こ
と
に
気
付
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き

に
は
恐
縮
で
す
が
声
を
掛
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
あ
い
さ
つ
は
気
持
ち
を
込
め
て
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
るさわやかな対応が求められ

な
声
で
す
る
の
が
よ
い
の
で
す
が
、
窓

口
に
は
い
ろ
い
ろ
の
届
け
が
あ
り
ま
す
。

時
に
は
し
ん
み
り
と
し
た
言
葉
掛
け
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

点
は
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
役
場
で
は
あ
い
さ
つ
の
輪

の
広
が
り
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
そ
の
成
果
を
「
接

遇
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
定
期

的
に
判
定
す
る
シ
ス
テ
ム
も
と
り
い
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
職
員
は
庁
舎
内
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
戻
っ
て
も
自
然
と

皆
様
に
声
掛
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
正
面
玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
最

近
ま
で
満
開
の
さ
つ
き
の
鉢
植
え
が
飾

っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
こ
の
時
期

に
、
さ
つ
き
の
盆
栽
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
、
自
主
的
に
五
、
六
鉢
飾
っ
て
く
れ

ま
す
。
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方

か
ら
は
、
し
ば
し
心
の
温
も
り
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
こ
と
は
広
報
か
わ
に
し
六
月

号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
は
別
の
職
員
に

よ
る
盆
栽
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
あ
い
さ
つ
に
関
す

る
ご
提
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全
職
員

が
明
る
く
、
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
気
楽
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
役
場
と
な
る
よ
う
に
環
境

を
整
え
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
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ロ

一
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
素
朴
な
疑
㎜

ド
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㎜
問
や
積
極
的
な
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

㎝
　
広
報
の
四
月
号
に
添
付
し
て
お
届
け
し
た
提
皿

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
案
用
の
ハ
ガ
キ
は
、
役
場
の
窓
ロ
に
も
用
意
し
一

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

一
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
一

ド
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コ

皿
　
な
お
、
提
案
．
質
問
等
は
何
で
も
結
構
で
す
｝

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
が
、
個
人
攻
撃
や
中
傷
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
㎜

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

皿
　
ま
た
、
匿
名
の
場
合
は
直
接
の
回
答
が
で
き
一
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一
ま
せ
ん
し
、
紙
面
で
も
ご
紹
介
で
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い
こ
と
㎜

し
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｝
が
多
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こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
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さ
い
。
　
　
一
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糖
集爽

雛
ぽ
鱒
襲
幡
馨
逡
瀞
鑛
薬
港
馨

　
繭
蒸
神
楼
鞭
懸
墜
繕
嚢
欝
難
載
懸
ぽ
誰
趨
懸
瓢
類
羅
鱒
る
郷
謹
唄
懸
誘
．
隷
憾
．
蒙
神
ぼ
鞭
麟
は

謹
蓬
驚
幾
諜
鱗
灘
．
懸
の
範
囲
灘
う
難
騨
継
輝
穀
懇
騨
る
の
灘
麟
諜
う
懸
。
繭
遜
窃
．
お
窃
億
麓
臓

総
謹
魏
蓼
お
謹
幽
懸
蓼
欝
漿
聞
謹
鍵
羅
懸
驚
う
懇
離
輝
．
懸
総
還
楼
萎
う
懇
麟
漢
籔
熱
馨

　
暴
隼
．
簾
神
藤
灘
麟
蓬
麟
麟
め
覆
鱗
る
罵
総
芸
能
爾
癒
霧
を
懲
灘
驚
騨
癒
糞
島
縫
馨
燐
漸
輪
日
購

叢
轍
野
驚
騨
縫
麟
総
の
叢
ー
饗
鞭
馨
霧
．
魅
菊
鞍
馨
騰
類
鱒
灘
欝
講
巻
う
難
麟
撚
馨
鞍
羅
。

●
解
説
者
紹
介

大
島
伊
一
（
お
お
し
ま
た
だ
か
ず
）

　
昭
和
七
年
十
日
町
市
生
ま
れ
。

　
印
章
店
経
営
の
か
た
わ
ら
、
若
い

頃
か
ら
郷
土
の
芸
能
や
歴
史
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
、
十
日
町
市
博
物
館

友
の
会
の
会
長
を
長
年
務
め
る
。

　
現
在
、
十
日
町
市
文
化
財
保
護
審

　
　
　
　
　
ご
ぜ

議
会
委
員
、
蕾
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
十
日
町
代
表
ほ
か
、
多
数
の
役

職
を
兼
ね
て
活
躍
中
。

　
今
月
下
旬
に
は
、
各
地
の
天
神
ば

や
し
を
収
録
し
た
C
D
と
セ
ッ
ト
の

『
魚
沼
の
祝
い
唄
「
天
神
ば
や
し
」
』

を
出
版
予
定
。

　　
古
く
て
広
い
！
　
　
　
　

Q
．
ま
ず
、
「
天
神
ば
や
し
」
を
研
究

し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
．
私
だ
け
で
な
い
で
し
ょ
う
が
、

小

さ
い
頃
か
ら
歌
舞
音
曲
に
接
す
る
機
会

が
多
く
、
自
然
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
、

特
に
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
歌
詞
が

近
世
歌
謡
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

Q
．
具
体
的
に
ど
う
違
う
の
で
す
か
？

A
．
現
在
の
民
謡
の
八
割
か
ら
九
割
ま

で
が
、
近
世
小
唄
調
と
呼
ば
れ
る
七
七

七
五
調
を
基
調
に
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
天
神
ば
や
し
の
原
唄
の
詩
型
は
、

　
「
め
で
た
い
も
の
は
（
七
）
大
根
種

（
五
）
花
咲
い
て
（
五
）
実
り
て
俵

（
七
）
重
な
る
（
四
）
」
で
、
七
五
五
七

四
と
い
う
非
常
に
め
ず
ら
し
い
詩
型
に

な
っ
て
い
て
、
特
に
、
最
後
が
四
で
お

さ
ま
る
こ
と
が
興
味
深
い
も
の
で
す
。

こ
れ
は
室
町
歌
謡
に
出
て
く
る
古
い
唄

の
特
徴
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

「
天
神
ば
や
し
の
魅
力
は
、

し
ょ
に
う
た
え
る
こ
と
。
」

老
い
も
若
き
も
い
っ

と
い
う
大
島
さ
ん

Q
．
い
か
に
も
天
神
ば
や

し
つ
ぽ
く
て
い
い
話
で
す

ね
。
ご
研
究
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
た
の
で
す
か
？

A
．
文
献
資
料
で
研
究
し

な
が
ら
現
地
に
出
向
い
て

唄
を
収
録
し
、
比
較
検
証

す
る
と
い
う
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
、
十

日
町
市
の
青
年
学
級
の
講

座
の
中
で
テ
ー
マ
に
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
五
十
二
年
頃
ま
で

各
地
に
出
か
け
て
採
録
し
ま
し
た
。

　
県
内
は
も
と
よ
り
、
長
野
県
や
千
葉

県
、
伊
豆
大
島
に
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。

Q
．
す
る
と
天
神
ば
や
し
は
こ
の
地
域

独
自
の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
？

A
．
そ
う
で
す
。
十
日
町
圏
域
の
分
布

で
い
え
ば
、
十
日
町
市
と
川
西
町
は
全

域
、
津
南
町
は
卯
の
木
や
鹿
渡
地
区
、

中
里
村
は
荒
屋
を
除
く
ほ
ぼ
全
域
、
松

代
町
は
菅
刈
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
松
之

山
町
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
近
隣
で
は
、
高
柳
町
と
小
国

町
の
一
部
、
片
貝
地
区
を
除
く
小
千
谷

市
全
域
、
長
岡
市
蓬
平
、
山
古
志
村
、

堀
之
内
町
、
小
出
町
、
大
和
町
、
六
日

町
、
塩
沢
町
に
も
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
県
外
で
は
、
長
野
県
、
山
梨
県
、
神

奈
川
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
な
ど
に
そ

の
系
譜
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
豆
大
島
に
も
、
天
神
ば
や
し
そ
っ

く
り
の
唄
が
あ
り
ま
す
。

　　

ル
ー
ツ
は
こ
こ
だ
撫

Q
．
も
の
す
ご
く
広
い
分
布
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
ど
こ
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
。

A
．
私
た
ち
も
そ
れ
を
求
め
て
旅
を
し

ま
し
た
。
点
か
ら
線
に
す
る
旅
で
す
。

　
ま
ず
、
文
献
で
、
こ
の
唄
の
系
譜
が
、

現
在
う
た
わ
れ
て
い
る
、
祝
い
唄
か
ら

昌

労
作
唄
昌
神
事
唄
に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
各
地

で
収
録
し
な
が
ら
、
神
事
に
ま
つ
わ
る

伝
承
を
調
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　
千
葉
県
市
原
市
の
菊
間
八
幡
宮
に

は
、
室
町
時
代
頃
の
神
事
唄
と
し
て

「
め
で
た
き
も
の
は
、
そ
ば
の
花
、
花

咲
き
実
り
て
、
み
か
ど
と
な
る
ぞ
、
う

れ
し
き
」
と
い
う
も
の
が
唄
わ
れ
て
い

た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
こ
こ
を
訪
ね

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
は
伝

承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
じ
千
葉
県
佐
原
市
の
香
取
神
宮
に

は
、
毎
年
春
に
お
田
植
祭
の
神
事
が
あ

り
、
こ
の
稲
作
豊
穣
を
祈
る
祭
事
は
、

伊
勢
神
宮
、
住
吉
大
社
と
並
ん
で
日
本

三
大
田
植
祭
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
祭
事
に
う
た
わ
れ
る
唄
の
中

に
、
「
め
で
た
い
も
の
は
、
芋
の
種
、

く
き
長
く
、
葉
広
く
、
子
を
ふ
や
す
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
十
四
世
紀
か
ら

伝
わ
る
こ
の
行
事
は
、
今
も
連
綿
と
し

て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
つ
い
に
ル
ー
ツ
発
見
！
で
す
ね
。

す
る
と
、
伝
播
の
経
路
も
わ
か
っ
た
の

で
す
か
？

A
．
お
そ
ら
く
、
今
か
ら
六
百
年
前
ほ

ど
前
に
上
総
地
方
（
現
千
葉
県
）
で
神

事
唄
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
た
も
の

が
、
次
第
に
作
業
唄
・
労
作
唄
と
し
て

一
般
に
広
が
り
、
関
東
一
円
か
ら
甲
州
、

信
濃
に
入
り
、
木
曽
谷
や
千
曲
川
沿
い

に
伝
わ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
半
ば
頃
に

は
祝
い
唄
に
移
行
し
、
定
着
し
て
い
っ
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
の
天
神

ば
や
し
は
、
信
州
か
ら
信
濃
川
を
下
っ

て
伝
わ
っ
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ

う
。　

た
だ
、
お
も
し
ろ
い
の
は
、
こ
の
地

域
が
伝
播
の
北
限
で
、
し
か
も
一
番
色

濃
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
だ
い
こ

　
何
で
大
根
種
な
の
？
　

Q
．
「
め
で
た
い
も
の
」
に
は
大
根
種

の
ほ
か
に
、
そ
ば
の
花
、
芋
の
種
も
あ

る
よ
う
で
す
が
？

A
．
「
大
根
、
そ
ば
、
芋
」
は
、
古
来

め
で
た
い
も
の
代
表
格
と
さ
れ
て
い

て
、
「
三
つ
揃
え
」
と
か
「
三
つ
も
の
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
松
竹
梅
や
鶴

亀
が
め
で
た
い
も
の
の
代
表
に
な
る
の

は
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
そ
ば
は
、
赤
い
茎
と
白
い
花
で
紅
白
、

ま
た
、
種
に
三
つ
の
角
が
あ
り
、
こ
れ

が
三
角
（
み
か
ど
）
抽
帝
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
め
で
た
く
、
芋
（
八
つ
頭
）

は
、
茎
が
長
く
葉
が
広
く
子
（
芋
）
が

た
く
さ
ん
つ
い
て
子
孫
繁
栄
で
め
で
た

い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
肝
心
の
大
根
種
は
？

A
．
大
根
は
、
古
名
を
す
ず
し
ろ
と
呼

ん
で
、
春
の
七
草
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
期
保
存
に
耐
え
、
凶
作
に
備
え

る
た
め
に
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
畑
で
越
冬
し
た
大
根
は
、
五
月
に
花

を
つ
け
、
六
月
に
結
実
し
ま
す
が
、
そ

の
種
の
一
粒
一
粒
は
俵
の
形
に
そ
っ
く

り
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
俵
の
種
が
集

ま
っ
た
実
の
成
り
具
合
は
、
俵
が
重
な

る
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
だ
い
ま

　
大
穂
種
は
大
間
違
い
！
　
　
　

Q
．
た
ま
に
「
大
穂
種
」
と
う
た
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
？

A
．
こ
れ
は
、
本
来
の
歌
詞
を
無
視
し

た
、
と
ん
で
も
な
い
ま
ち
が
い
で
す
。

　
実
は
、
こ
れ
を
う
た
い
は
じ
め
た
の

は
十
日
町
市
野
中
生
ま
れ
の
人
で
、
明

治
の
終
わ
り
頃
に
あ
る
酒
席
で

う
た
っ
た
の
が
こ
と
の
始
ま
り

の
よ
う
で
す
。

　
本
来
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

雰
囲
気
で
勝
手
に
こ
じ
つ
け
た

も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
大
き
な
声
で
正

し
く
「
大
根
種
」
と
う
た
っ
て

く
だ
さ
い
。

Q
．
「
天
神
ば
や
し
」
と
い
う

唄
な
の
に
、
多
く
の
地
域
で
は

「
大
根
種
」
の
歌
詞
を
う
た
っ

て
「
天
神
ば
や
し
」
を
う
た
う

こ
と
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
？

A
．
「
天
神
ば
や
し
の
梅
の
花
、

一
枝
手
折
め
て
笠
に
さ
す
、
笠

に
さ
そ
さ
よ
り
、
島
崎
女
郎
の

手
に
あ
げ
よ
」
と
い
う
歌
詞
が
、
文
献

等
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
明
治
も
二
十

年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
詩
型
も
八
五
八
五
八
八
五
の
特
殊
な

も
の
で
、
成
立
年
代
は
「
大
根
種
」
よ

り
後
の
も
の
で
す
。

　
分
布
は
、
十
日
町
市
下
条
地
区
を
中

心
に
、
中
条
、
小
千
谷
市
岩
沢
、
信
濃

川
を
渡
っ
て
小
千
谷
市
真
人
、
川
西
町

橘
地
区
、
白
倉
な
ど
で
す
。

　
こ
の
エ
リ
ア
は
、
こ
の
歌
詞
が
伝
播

し
た
当
時
の
、
通
婚
圏
だ
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
下
条
原
村
に
は
妻
有
地
域
唯
一
の
天

満
宮
（
天
神
様
）
が
あ
り
、
そ
の
裏
手「天神ばやし」には様々なタイプがある（上野の「天神ばやし保存会」の発表）

に
梅
林
が
あ
っ
て
、
春
の
例
大
祭
に
は

梅
の
花
の
下
で
宴
を
張
り
、
天
神
ば
や

し
を
う
た
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
こ
が
発
祥
の
地
だ
と
い
う
確
た
る

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
酒
席
で
即
興
で

う
た
わ
れ
た
も
の
が
、
字
あ
ま
り
の
難

し
い
文
句
な
が
ら
、
語
呂
の
良
さ
や
艶

つ
ぽ
い
雰
囲
気
が
宴
席
に
合
う
こ
と
か

ら
ロ
コ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
い
つ

し
か
「
天
神
ば
や
し
」
の
呼
称
が
定
着

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
末
期
か
ら
明
治
始
め
に
か
け
て

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
詞
を
う
た
う
地

域
の
ほ
と
ん
ど
で
「
天
神
ば
や
し
」
の

こ
と
を
「
テ
ホ
ジ
ン
バ
ヤ
シ
」
あ
る
い

は
「
テ
ー
ホ
ー
ジ
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
私
は
、
こ
の
地
域
を
「
テ
ー
ホ
ー

ジ
文
化
圏
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　　
本
当
の
民
謡
と
は
？
　
　

Q
．
ふ
だ
ん
何
気
な
く
う
た
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
た
い
か
た

に
意
味
と
歴
史
が
あ
る
の
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
唄
な
の
に
、
ど
う
し
て
地
区
ご
と
に

唄
い
方
や
節
回
し
が
違
う
の
で
す
か
？

A
．
天
神
ば
や
し
は
、
地
域
で
ず
っ
と

う
た
い
継
が
れ
て
き
た
本
物
の
郷
土
唄

で
す
。
本
物
の
唄
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
節
回
し
や
習
慣
が
伝

承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
今
、
「
民
謡
」
と
い
わ
れ
て
う
た
わ

一級印章彫刻技能士でもある

れ
て
い
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
一
種

の
歌
謡
曲
で
す
。

　
地
区
ご
と
に
唄
が
ち
が
う
こ
と
、
こ

れ
こ
そ
が
、
本
当
の
民
謡
な
の
で
す
。

　
こ
の
伝
統
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q
．
そ
の
本
当
の
民
謡
で
あ
る
天
神
ば

や
し
の
自
慢
大
会
「
天
神
ば
や
し
ワ
ー

ル
ド
」
が
、
八
月
四
日
に
ナ
カ
ゴ
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
る
わ
け
で
す

が
、
こ
う
し
た
試
み
は
ど
う
で
す
か
？

A
．
意
義
の
あ
る
、
と
て
も
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
お
じ
ゃ
ま
し
て
、

若
干
、
天
神
ば
や
し
の
解
説
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
際
、
各
地
で
録
音
し
た
天
神
ば

や
し
を
、
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Q
．
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
。
「
伊
豆
大

島
の
め
で
た
き
も
の
」
な
ん
て
、
是
非

聴
い
て
み
た
い
で
す
ね
。
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鎌
議
会
報
欝
繊

　
六
月
二
十
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二

回
川
西
町
議
会
定
例
会
は
、
二
十
七
日

に
全
日
程
を
終
え
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
二
十
二
日
は
、
諸
般
の
報
告
や
、
八

人
に
よ
る
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
は
、
「
川
西
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
か
一
件
の

条
例
改
正
、
「
川
西
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
」
、
「
新
潟
県
町
村
人
事

事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
変
更
」
ほ
か

二
件
の
規
約
変
更
の
専
決
処
分
の
承
認

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
議
案
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
「
川
西
町
乳
児
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
ほ
か
三
件
の
条
例
改
正
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
あ
と
、
「
平
成
十

三
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
」
ほ
か
三
つ
の
特
別
会
計
補

正
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
内
容
は
、

四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
調
整
、
賑
わ
い
空
間
温
泉
施
設

建
設
工
事
の
変
更
に
伴
う
所
要
額
の
調

整
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
五
、
七
三
〇

万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
は
五
十

一
億
百
三
十
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
町
道
路
線
の
変
更
、
自
動
車

事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
「
地
方
交
付
税
制
度
の
見

直
し
」
や
「
道
路
特
定
財
源
制
度
の
見

直
し
」
等
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
発
議
案
五
件
が
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
、
小
泉
総
理
大
臣
ほ
か
、
関

係
省
庁
の
大
臣
あ
て
意
見
書
を
提
出
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「挙手全員」で議案が可決される瞬間

　
な
お
、
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
七
月
二
十

日
発
行
の
「
こ
ん
に
ち
は
議
会
で
す
」

の
中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

　6月2日、ナカゴグリーンパークで、川西中学校2年生全

員（79名）の参加による「草取りボランティア」が実施さ

れました。

　これは、「草取りボランティアの体験を通して、地域の一

員としての自覚を高めるとともに、緑を愛する心を養う」こ

とを目的に、同校の総合学習「緑の環境教育」の一環として

行われたものです。

　この日は、4班に分かれて、昨年の2年生が植えた6種類

のフヨウのまわりにはびこった雑草を、鎌できれいに取り除

きました。

　約20㌃、1，000本を越えるフヨウの草取りは、約1時閤

半で終わりましが、中には、草を芸術的に残したり、終始鎌

を使ったパフオーマンスを繰り広げていた生徒もいたとか。

草取りだってアートだ1

チームー丸となって草を取ります

．．．．．．．．．．●．．．．．．．．．．・・・・・・・…　●・・・・・・・…　●・…　●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　●●…　●・…　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

百歳の博士誕生1？

高橋さん作・祝い百寿「八十歳で坂を登り、

九十歳で無事になり、百歳で健康を保つ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　13．7．10⑥

　6月5日、高橋惣治さん（室島）に上寿（100歳）のお祝い品が贈

られました。高橋さんは、明治34年6月5日のお生まれで、町の長

寿者の中で3番目となります。

　若いころは医者通いが多かったという高橋さん。昨年は体調を崩し

デイサービスに通い始めたものの、たちまち元気を取り戻し、今では

ひとりで何でもこなせるようになりました。天気が良い日は外へ出て、

ひなたぼっこをするそうです。

　毎朝、新聞を読むことが日課で、驚いたことに、今でも筆を持ち、

ひまさえあれば書道を楽しんでおられるとのことです。この日も、上

寿を祝う詩を披露してくださいました。

　高橋さんは、「今思い返せば親の心が一番ありがたかった。まずは

先祖、次に両親を敬え。」とおっしゃっていました。

　背筋をピンと伸ばし、スーツをびしっと着こなす様子は、人生を研

究し、道を究めた博士のようでした。



夏が楽しみ1花の竸艶
TQPICS

　　　　　　　　　　　　　　、　1　、　　「花のアートコンクール」に出品する、しないにかかわらず、この夏は玄関や窓
成果をそのまま持ち帰られるハノギング
バスケットは大人気！　　　　　　　　　辺を花で彩った家々が・道行くひとたちの目を楽しませてくれそうです・

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

気
持
ち
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
η

　
六
月
四
日
～
六
日
の
一
一
一
日
間
、
第
二
十
三
回
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
川
西
町
予

選
会
が
、
庚
塚
運
動
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「一球入魂！」「好球必打！」

　
出
場
チ
ー
ム
は
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
、
上
野
ホ
ー
ク

ス
、
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
で
、
中
魚
沼
郡
予
選
大
会
出
場

を
か
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

第
二
試
合
の
上
野
ホ
ー
ク
ス
対
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
戦

は
、
六
回
を
終
わ
っ
て
四
対
四
の
同
点
、
さ
ら
に
エ

ク
ス
ト
ラ
イ
一
一
ン
グ
で
も
五
対
五
の
ま
ま
決
着
が
つ

か
ず
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
勝
利
が
決

ま
る
と
い
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
、
選
手
た
ち
よ
り
は
む
し
ろ
、
応
援

に
詰
め
か
け
た
父
兄
の
方
が
ア
ツ
く
な
っ
て
い
た
よ

う
で
、
「
よ
し
、
ガ
ツ
ン
と
い
け
！
」
「
と
べ
と
べ
と

べ
～
。
」
と
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
が
二
勝
○
敗
で
一
位

と
な
り
、
中
魚
沼
郡
予
選
大
会
に
進
み
ま
し
た
。
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空
手
の
田
辺
君
県
大
会
優
勝
1

　
第
十
七
回
新
潟
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
が
、

六
月
十
日
、
下
田
村
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
田
辺

貴
大
君
（
南
台
）
が
小
学
生
四
年
男
子
形
で
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　
田
辺
君
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
、

吉
田
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
空
手
教
室
に
ほ

ぼ
毎
日
通
っ
て
今
回
の
快
挙
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
「
練
習
よ
り
さ
ら
に
気
合
い
が

入
っ
て
、
声
が
出
た
の
が
よ
か
っ
た
。
」
と
優
勝
で

き
た
理
由
を
自
分
で
分
析
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
空
手
教
室
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
入
田
仁
さ
ん

（
十
日
町
市
稲
葉
）
は
、
「
田
辺
君
は
素
直
で
コ
ツ
コ

ツ
や
る
タ
イ
プ
、
毎
日
の
努
力
が
結
果
に
出
た
。
」

と
、
田
辺
君
の
地
道
な
積
み
重
ね
が
優
勝
に
結
び
つ

い
た
こ
と
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
田
辺
君
は
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
を
重
ね
、
八
月
五

日
に
東
京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
「
全
日
本
も

気
合
い
で
頑
張
り
ま
す
1
」
と
最
後
に
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

力みなぎる田辺貴大君の形

だ。」と、かえって感心しています。

　この狸の家族は数年前から住みついているようで、食糧調達

はもっぱら近所の畑。ただし、一か所の畑を集中的に荒らすこ

ているよっです。

このままうまく共存できる　　「ここはオレお廃だ！」と

といいですね。　　　　　　　わがもの顔の狸

私はここの住狸？です！

　　上野集落の西側（通称西浦）周辺に狸が住みつき、ちょっと

　した話題になっています。

　　この狸、ある民家の縁の下をすみかに、親子で周辺を歩き回

　って食糧調達をしているようですが、決まって夕方の七時頃に

　なると出かけて行くとのこと。

　　隣家の庭の決まったコースを通って道路を渡り、その先の林

　を通りぬけて夕暮れの中へ消えていくというのです。

　　人をおそれる風もなく、堂々と決まった時間に決まったコー

　スをたどることから、近所のひとたちは「まるで重役出勤みて

⑦13、7、10
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伝統芸能継承に太鼓判！

　6月17日、上野小学校体育館で「川西町無形文化財指定記念舞踊

会」が開催されました。

　後継者不足で活動を休止していた野ロ芸能保存会（村越正会長）が、

20人を越える若手のカロ入に伴い、昨年から活動を再開。これを受け

て、千手露香（千手露香保存会・保坂トシ会長）とともに、獅子舞・

剣の舞・壁塗りおけさが、昨年度、川西町としては初めての無形文化

財の指定を受けました。

　今回の催しは・これ　　　濯難　、灘　　　　　　　　　萎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きを記念して川西町芸能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

協会（金子澄男会長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，

が主催したもので、　　、　　　　　　　　　　霧　慈

騨鍛繋霧　、暖　．・講、．鑓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さに詰めかけた約300　　　　　　　　隔　　　　・翼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ人の観客を魅了しまし　　、繋　　．．．．・，．　．　　　．　　　誉

た。　　　　　　　　　　　　350年の伝統を伝える千手露香

　文化財指定演目は、

舞踊会の半ば、および

最後に披露され、千手

露香の格調の高い舞

や、ユーモラスな壁塗

りおけさ、勇壮な剣の

舞などではひときわ大

きな拍手がわき上がっ

ていました。
　　　　　　　　　　二人の舞手の息がピッタリ合った獅子舞
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消
火
は
ま
か
せ
ろ
1
　
　
　
　
．
鮭
ず
位
白
倉
二
位
山
野
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
位
木
落
の
上
位
入
賞
と
な
り
、
優
勝

積み重ねてきた訓練の成果を出し切ります

　
六
月
二
十
四
日
、
川
西
中
学
校
の
駐

車
場
で
、
平
成
十
三
年
度
川
西
町
消
防

団
春
季
消
防
演
習
・
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
川
西
町
消
防
団
（
清
水
善

三
団
長
・
団
員
一
二
百
五
十
名
）
が
毎
年

こ
の
季
節
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
三
十
回
を
数
え
ま
す
。

　
第
一
分
団
か
ら
第
六
分
団
の
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃

鍛
え
た
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い

カ
ッ
プ
、
表
彰
状
、
賞
品
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
成
績
に
応
じ
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
を
見
に
来
た
近
く
の
住

民
は
、
「
皆
さ
ん
、
き
び
き
び
し
た
動

き
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
頼
も
し
い

消
防
団
が
い
て
安
心
で
す
。
」
と
、
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
消
防
団
の
お
世

話
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃
の

「
火
の
用
心
」
が
一
番
で
す
ね
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

始
ま
り
ま
し
た

生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
1

　
六
月
二
十
一
日
か
ら
、
上
野
機
械
施

設
利
用
組
合
の
一
角
で
、
生
ゴ
ミ
を
堆

肥
化
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
試
験
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
か
ら
ま
ち
づ
く

り
塾
「
川
西
結
」
が
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
住
民
有
志
で
組
織
す
る

「
有
機
の
里
川
西
」
（
上
村
源
司
会
長
）

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
、
循
環
型
社

会
を
め
ざ
す
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
取
り
組
み
と
し
て
「
新
世
紀
か
わ
に

し
創
造
事
業
」
に
位
置
づ
け
、
年
問
五

百
万
円
の
委
託
料
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

　
有
機
の
里
川
西
で
は
、
早
速
、
大
型

の
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
導
入
し
、
約
三
百

人
の
会
員
が
提
供
す
る
生
ゴ
ミ
や
、
豆

腐
店
か
ら
提
供
さ
れ
る
オ
カ
ラ
な
ど
を

処
理
し
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
処
理
機
は
、
約
六
百
㎏
の
生
ゴ

ミ
を
二
十
四
時
間
で
約
四
分
の
一
の
量

の
堆
肥
に
す
る
能
力
が
あ
り
、
大
型
脱

臭
機
も
取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
臭
い

対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
で
き
た
堆
肥
は
、
会
員
の
ほ
か
、
小

学
校
や
保
育
園
に
も
配
り
、
そ
の
肥
料

を
野
菜
な
ど
の
栽
培
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
有
機
農
産
物
の
普
及
や
環
境
意
識

の
啓
発
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
上
村
会
長
は
「
こ
の
輪
を
も
っ
と
広

げ
、
環
境
保
全
、
循
環
型
農
業
が
息
づ

く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
生
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
週
四
回
行
い
、
冬
場
は
週
二
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
能
力
は
、

ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
り
、
有
機
の
里
川

西
で
は
、
生
ゴ
ミ
を
提
供
で
き
る
会
員

を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
環
境
整
備
課
　
環
境
衛
生
係

　
盈
6
8
1
3
1
1
1
　
内
線
1
0
4

真新しい処理機は、操作もカンタン

13．7．10⑧
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ふるさとイベント大賞で大合唱

昨
年
開
催
さ
れ
た
大
地
の
芸
術
祭

が
、
第
五
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞

に
輝
い
た
こ
と
は
、
先
月
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
六
月
十
六
日
、

ク
ロ
ス
ね
十
日
町
で
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
受
賞
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
交
流
祝

賀
会
」
が
開
催
さ
れ
、
圏
域
内
外
か
ら

の
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
「
第
二
回
大
地
の
芸
術

祭
企
画
発
表
」
も
お
こ
な
わ
れ
、
実
行
委

員
長
で
あ
る
本
田
欣
二
郎
十
日
町
市
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
つ
と
め
る
北
川
フ
ラ
ム
氏
か

ら
、
第
二
回
の
芸
術
祭
の
基
本
的
な
コ

ン
セ
プ
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
平
山
征
夫
新
潟
県
知
事
が
「
昨
年
の

芸
術
祭
の
閉
会
式
で
の
感
動
は
、
一
生

忘
れ
得
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ひ

と
つ
の
力
が
小
さ
く
て
も
、
広
域
で
ま

と
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
。
」
と
、
第

二
回
に
向
け
て
の
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
術
祭
の
期
間
中
ボ
一
フ
ン
テ

ィ
ア
組
織
と
し
て
活
躍
し
た
、
こ
へ
び

隊
の
代
表
は
「
芸
術
祭
を
通
じ
て
妻
有

が
好
き
に
な
り
、
今
で
も
通
っ
て
い
ま

す
。
第
二
回
も
関
わ
り
た
い
。
」
と
、

張
り
切
っ
て
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹

介
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
各
市
町
村
で
活
動
す

る
住
民
代
表
か
ら
、
今
ま
で
の
関
わ
り

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
り
、
川
西
町
か
ら
は
、
若
手
有
志

が
、
八
月
四
日
に
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
「
天
神
ば
や
し
ワ

ー
ル
ド
」
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
天
神
ば

や
し
の
コ
ー
ラ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
披
露

し
、
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
圏
域
六

市
町
村
を
紹
介
す
る
曲
「
カ
ン
ト
リ
ー

ロ
ー
ド
」
を
演
奏
・
合
唱
し
、
知
事
や
各

市
町
村
長
も
巻
き
込
ん
だ
大
合
唱
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

上：「天神ばやし4重唱」を熱唱
下：「知事や市町村長を巻き込んでの「カン

トリーロード」大合唱
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緑
の
じ
ゅ
う
た
ん

全
皿
に
1

真新しいユニフォームがま

ぶしい（仙田緑の少年団）

団旗を受け取る「わかぶな緑の少年団」団長の

関ロ誠君

　6月28日、千手小学校体育館で、緑の少年団結団式が挙行されました。

　これまでは、上野小学校5・6年生による「上野緑の少年団」（23名）

が町内唯一の組織でしたが、今回新たに「わかぷな緑の少年団」（千手小

学校5・6年生／79名）、橘緑の少年団（橘小学校5・6年生／36名）、

仙田緑の少年団（仙田小学校全児童／34名）が結成されました。

　これで、町内の全小学校にこの組織が生まれたことになり、全国的にも

珍しい体制となりました。

　結団式では、まず、真新しいユニフォームに身を包んだ団員たちが、町

や学校の代表、来賓や森林事業関係者らが見守る中を入場行進しました。

　そして、田ロ町長の「森や木には、家などをつくるための働きと、大気

の浄化など環境を守る働きがある。これからは、自然を観察し、守り育て

ていく活動を進めてほしい。」という言葉に続き、各団の団長に団旗が授

与されました。

　誓いの言葉では、上野緑の少年団の小林直樹団長が、「仲閤を大切にし

ます。大自然に学びます。汗して働きます。自然を守ります。自然の恵み

に感謝します。」と元気に宣言すると、全団員が大きな声で唱和し、会場

全体が生き生きとした空気に包まれました。

　昭和59年に結成された上野緑の少年団の、18年にわたる活動の経過と、

現在の取り組みについて、同団の小海菜奈副団長が発表すると、これから

活動を始める新しい団員たちは、期待感とちょっぴり緊張感を漂わせた表

情を浮かべて聞き入っていました。

　4つの緑の少年団は、これから相互に連携をとりながら、学校林の育成

　や植樹、森林体験教室への参加など、さまざまな活動を展開していきます・

　主管する農林課では、「学校内だけで終わる活動ではなく、地域と密接

　に関わる少年団に育っていってほしい。」と、これからの発展に期待を込

　めています。

⑨13．7．10



，
　
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
町
内
の
学
校
な
ど

で
一
斉
に
運
動
会
が
開
か
れ
、
楽
し
く
、
ま
た
緊
張

感
の
あ
る
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
小
学
校
と
な
か
ま
の
家
の
運
動
会
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

灘・藁’灘鑛

近代五種競技正式種目1？「三輪車レース」

（仙田小学校）

日
頃
の
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

試
さ
れ
る
？
二
人
縄
と
び

（
千
手
小
学
校
）

灘鱒

難

．
鞭灘灘．　

　
灘

ひ
ま
「
全
玉
入
れ
！
」

現
実
は
「
う
～
ん
…
。
」

　
　
　
難
灘

轟
，

　
　
　
鱒
鱒

　　　　鍵聾
囲

（
上
野
小
学
校
）

　　　麺
難．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
と
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
！
」

「
と
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

騎
馬
戦
は
単
純
明
快

（
橘
小
学
校
）

ボ
ー
ル
送
り
な
ら
ぬ
「
風
船
送
り
」

こ
れ
が
結
構
む
ず
か
し
い
（
な
か

ま
の
家
）
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1
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1
■
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．
1
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．
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－
1
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璽
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■
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1
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ズ］

ム
ア
ツ
プ
役
場
㈱

？
？
稲
泥
棒
虫
？

カ
り
つ
き
り

に
な
る
こ
と

か
ら
、
急
ぎ

の
調
査
や
来

客
が
あ
っ
て

も
対
応
で
き

ず
、
あ
と
で

穴
埋
め
が
大

変
だ
と
か
。

　
で
も
、
若

　
転
作
の
現
地
確
認
は
、
生
産
者
に
と

っ
て
あ
ま
り
あ
り
が
た
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
担
当
す
る
職
員
も
結
構

大
変
な
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
な
に
し
ろ
、
ほ
ぼ
一
か
月
こ
れ
に
か

、手
職
員
に
と
っ
て
は
、
町
を
く
ま
な
く

知
る
た
め
の
い
い
チ
ャ
ン
ス
。
ふ
だ
ん

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
な
い
山
の
中

や
川
に
入
り
？
い
ろ
ん
な
知
識
を
吸
収

で
き
る
か
ら
で
す
。
ち
ょ
っ
と
会
話
を

聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
こ
の
田
は
、
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

が
多
い
な
。
」
「
え
、
稲
泥
棒
虫
？
」

　
「
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
も
い
る
ぞ
。
」

　
「
は
、
稲
の
水
虫
？
」

　
こ
う
し
て
転
作
の
プ
ロ
に
な
る
ん
で

す
ね
え
。

あ
な
撫
叢
懸
れ
ま
す

非
常
勤
特
別
職

　
町
に
は
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
つ
い
て

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
研
究
、
審
議
、
提

言
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
付
属
機

関
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
条
例

で
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

「
○
○
審
議
会
」
と
か
「
△
△
委
員
会
」

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
会
に
所
属
す
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
身
分
は
「
非
常
勤
特
別
職
」
。

　
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
付
属
機
関
の
ひ
と

つ
「
か
わ
に
し
2
1
委
員
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
肩
書
き
等
の
な
い
若
手
？
の

男
女
十
名
か
ら
な
る
組
織
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
提
言
な
ど
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
の
提
言

で
実
現
し
た
も
の
に
は
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
」
（
補
助
事
業
）
や
、

八
月
に
開
催
さ
れ
る
「
天
神
ば
や
し
ワ

ー
ル
ド
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
若
い
職
員
も
、
研
修
を
兼
ね
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
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＼



木
落
の
意
味
を
考
え
る

　
木
落
と
い
う
集
落
名
を
考
え
る
と
き

に
、
「
木
を
落
と
し
た
と
こ
ろ
」
と
い

っ
て
し
ま
え
ば
、
簡
単
に
お
わ
っ
て
し

ま
う
。

　
し
か
し
、
落
と
す
ー
と
い
う
作
業

は
、
当
然
に
人
間
の
す
る
作
業
で
あ
っ

て
、
木
が
落
ち
た
と
こ
ろ
ー
と
す
れ

ば
自
然
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
る
。
ま

た
、
誰
が
い
つ
ご
ろ
落
と
す
よ
う
な
こ

と
を
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
お
こ
な
っ

た
の
か
と
考
え
る
と
き
、
木
落
の
地
名

は
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

　
津
南
町
の
秋
山
郷
は
山
と
木
々
に
囲

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
で
も

燃
料
に
す
る
コ
ロ
木
を
山
道
沿
い
に
積

ん
で
、
キ
ニ
オ
（
木
鳩
）
と
呼
ん
で
い

る
。
大
風
に
あ
っ
た
り
し
て
、
キ
ニ
オ

が
恵
方
へ
向
か
っ
て
倒
れ
る
と
、
よ
い

こ
と
が
あ
る
な
ど
と
い
う
。
恵
方
と
い

う
の
は
、
そ
の
年
の
縁
起
の
い
い
方
向

の
こ
と
で
あ
る
。

　
川
西
地
方
で
も
、
雪
消
え
を
待
っ
て

共
同
山
へ
出
か
け
、
家
で
使
う
一
年
分

の
薪
を
刈
り
と
っ
て
い
た
。
春
木
山
と

い
い
、
一
斉
に
山
へ
行
く
日
を
山
の
口

と
呼
ん
で
い
た
。

　
上
野
の
節
黒
城
跡
か
ら
見
て
北
の
方

向
に
見
え
る
斜
面
で
、
木
鳩
場
と
呼
ば

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、

昔
、
上
野
・
新
町
新
田
・
祖
師
・
下
平

新
田
・
寺
ヶ
崎
の
五
か
村
共
同
入
会
山

だ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
刈
り
取
っ
た

薪
を
積
ん
で
お
い
た
場
所
で
あ
ろ
う
。

　
近
く
に
木
揚
場
と
い
う
地
名
も
あ

る
。
こ
の
急
坂
を
、
薪
や
刈
稲
を
背
負

っ
て
登
る
の
は
、
た
い
へ
ん
難
儀
な
こ

と
だ
っ
た
と
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
の

話
で
あ
る
。

　
仙
田
の
室
島
地
内
に
、
同
じ
木
落
地

名
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
呼
び
名
の
理
由

は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
木
落
集
落
を

小
型
に
し
た
よ
う
な
沢
の
あ
る
地
形
で

あ
る
。
し
か
し
、
土
地
の
形
だ
け
で
付

け
ら
れ
た
名
称
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　
上
野
の
星
名
新
田
は
、
安
政
年
間

（
一
八
五
五
頃
）
に
開
発
さ
れ
た
が
、

工
棟
梁
の
思
い
切
っ
た
判
断
に
よ
つ

て
、
崖
か
ら
用
材
を
滑
ら
せ
て
落
と
し

た
。
そ
の
坂
を
大
物
坂
（
だ
い
も
ち
ざ

か
）
と
呼
ん
で
伝
え
て
い
た
が
、
い
ま

は
そ
の
跡
も
崩
れ
て
位
置
も
明
ら
か
で

な
く
な
っ
た
。

　
木
落
の
村
づ
く
り
は
、
ず
っ
と
古
い

時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北

朝
時
代
の
梵
字
碑
（
板
碑
）
が
あ
っ
た

り
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
京

都
聖
護
院
門
跡
の
道
興
准
后
が
、
こ
こ

で
信
濃
川
を
越
え
た
記
録
も
あ
る
。

　
信
州
の
武
田
信
玄
に
つ
な
が
る
人
た

ち
が
移
っ
て
き
て
住
ん
だ
と
い
う
話
も

開
発
主
で
あ
る
星
名
家
の
建
築
材
料
を

運
び
こ
む
と
き
、
急
な
崖
道
を
お
り
る

の
に
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
、
大背後に急崖のある木落集落

（
第
三
回
）政

基

伝
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
時

代
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
に
な
る
。

　
近
く
に
大
き
な
木
々
が
あ
る
と
い
う

地
形
と
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
大
昔
の

村
づ
く
り
の
際
に
、
上
か
ら
建
築
用
材

な
ど
を
崖
か
ら
滑
り
落
と
し
た
の
が
、

村
の
呼
び
名
の
も
と
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
筏
流
し
を
す
る
時
代
は
、
も
つ

と
も
つ
と
後
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
、

付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

大
門
と
門
前

昔
は
、
個
々
の
家
を
呼
ぶ
の
に
初
代

の
人
の
名
を
代
々
続
け
て
き
た
り
、
庄

屋
ど
ん
な
ど
と
立
場
を
指
し
て
通
称
に

し
た
り
、
ま
た
、
コ
ヤ
ド
ン
（
紺
屋
）
・

バ
ッ
チ
ョ
（
番
匠
、
大
工
）
・
イ
モ
ジ

（
鋳
物
師
、
鍛
冶
）
な
ど
と
、
そ
の
家

の
職
業
を
呼
び
名
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
五
十
年
く
ら
い
の
間

に
、
商
店
名
や
苗
字
を
い
う
よ
う
に
な

て
、
歴
史
を
物
語
る
よ
う
な
古
い
屋
号

は
少
な
く
な
っ
た
。

　
お
寺
の
前
に
あ
っ
て
、
寺
の
手
伝
い

を
す
る
よ
う
な
家
を
ダ
イ
モ
ン
（
大
門
）

と
呼
ぶ
例
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
世
の

中
が
変
わ
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
呼

び
名
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
も

の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
何
時
の
こ
ろ
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
中

仙
田
に
寺
が
あ
っ
て
、
大
門
原
の
地
名

が
残
り
、
大
門
の
屋
号
（
小
林
家
）
が

あ
る
。
い
ま
の
諏
訪
社
の
下
方
で
あ
る

が
、
寺
の
あ
っ
た
話
は
も
う
消
え
た
。

伊
勢
平
治
の
大
門
（
高
橋
家
）
は
、
こ

と
ば
ど
お
り
の
位
置
に
あ
る
。

　
仁
田
に
は
、
橘
山
広
伝
寺
と
い
う
寺

が
あ
っ
て
、
そ
の
山
号
を
採
っ
て
橘
村

の
村
名
に
し
た
と
伝
え
る
が
、
横
大
門

の
俗
称
地
名
が
あ
っ
た
。
大
門
（
高
橋

家
）
は
、
寺
跡
と
語
ら
れ
る
場
所
か
ら

は
二
〇
〇
層
も
離
れ
て
い
る
。
霜
条
の

清
龍
寺
前
に
あ
っ
て
大
門
と
呼
ば
れ
た

高
橋
家
は
、
寺
と
の
関
係
が
想
像
さ
れ

な
い
と
こ
ろ
に
移
っ
て
い
る
。

　
上
野
の
藤
巻
医
院
か
ら
西
に
入
っ
て

い
く
道
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
〇
頃
）

に
村
立
て
し
た
田
麦
新
田
に
い
く
私
道

で
あ
り
、
草
分
け
は
太
田
麦
（
上
村
家
）

と
呼
ぶ
。
「
太
田
麦
の
大
門
は
、
長
い

通
り
だ
」
と
い
っ
た
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
い
う
な
れ
ば
大
門
通
り
と
も

い
う
に
相
当
す
る
わ
け
で
、
開
発
当
時

の
様
子
が
う
か
が
え
る
話
で
あ
る
。

　
モ
ン
ゼ
ン
（
門
前
）
も
大
門
と
同
じ
で

あ
る
。
伊
勢
平
治
観
音
の
前
に
住
ん
で

い
る
家
々
と
、
長
徳
寺
と
の
間
で
、
双

方
の
協
力
内
容
や
扱
い
な
ど
を
近
代
化

し
よ
う
と
、
明
治
初
年
に
協
定
書
が
交

わ
さ
れ
て
い
る
。
門
前
百
姓
と
い
う
立

場
を
具
体
的
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

千手観音仁王門

　
元
町
の
門
前
（
村
越
家
）
は
、
野
口

か
ら
移
っ
て
き
て
、
長
安
寺
の
出
入
り

と
い
う
扱
い
で
代
々
を
勤
め
て
き
た
。

現
在
の
住
宅
は
、
寺
と
離
れ
て
い
る
の

で
門
前
と
い
う
呼
び
名
が
ピ
ッ
タ
リ
し

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
か
ら
五
百

年
も
前
の
節
黒
城
主
に
関
係
が
あ
る
興

徳
寺
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
何
か

し
ら
の
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
み
る
の
は
楽
し
い
。
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町
で
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
員
（
初
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
五
十

九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
十
六
日
（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
九
時
四
十
分

試
験
場
　
長
岡
市
南
町
2

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
性
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消

　
　
　
　
　
し
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ

　
　
　
　
　
ン
や
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬

2
　
二
次
試
験

試
験
日
　
十
一
月
上
旬

　
　
　
　
　
（
一
次
試
験
合
格
者
に
別

　
　
　
　
　
途
通
知
）

試
験
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

方
　
　
法
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押

印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無

帽
・
正
面
上
半
身
）
一
枚
を
は
り
、

　
ほ
か
に
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係

　
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
七
月
二
十
七
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
七
月
二
十
七
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
暦
6
8
－
3
1
1
1

辞罎礎野鷺騨堕護＋　　　一　『　　』　隔一一
響旦腰胃胎囎糎闘　　　簡＋日田」地域広警務組合
璽鐸蝶韓埜難酵’区幽乙消防職貝募集

　日に　校　在ま’業　ま初一域イ、．　残　消防士（上級及び初級）
黙燦干舗責極膝彦　£　　　3人程度採用の予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誕

嚢
級
・
鞠
級
薬
懸
馨
項

・
身
体
強
健
で
、
大
型
自
動
車
運
転
免

　
許
取
得
可
能
な
者

・
採
用
後
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
合
管
内
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津

　
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山

　
町
）
に
居
住
可
能
な
者

【
試
験
の
日
・
方
法
】

一
鞭
試
験
八
月
十
九
日
（
日
）

　
試
験
は
、
教
養
試
験
（
公
務
員
と
し

て
必
要
な
教
養
試
験
・
適
性
検
査
・
作

文
）
と
、
体
力
試
験
（
消
防
職
員
と
し

て
必
要
な
基
礎
体
力
）
に
つ
い
て
検
査

し
ま
す
。

※
場
所
及
び
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
受

験
者
に
別
途
通
知
。

一
次
試
験
九
月
上
旬
～
中
旬

　
場
所
及
び
時
間
な
ど
は
、
一
次
試
験

合
格
者
に
別
途
通
知
。
口
述
試
験
と
身

体
検
査
を
し
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
や
同
消
防
西

分
署
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書

に
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
を

添
付
し
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
七
月
三
十
一
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
）

【
申
込
書
の
提
出
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課

　
※
申
込
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
4
8
1
0
0
3
6

　
十
日
町
市
大
字
北
新
田
一
番
地
一
〇

　
（
盈
5
7
1
1
5
5
6
〈
直
通
〉
）

＝ニ＝ニ＝ニ＝ニ＝ニ＝ニニニニ＝ニニニニニニニニニニ＝ニニニ＝ニ＝ニ＝ニ＝＝＝ニ＝ニ＝ニ＝ニ＝ニ＝ニ

圏
繊
翻

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
で
は
、
社
員
・

パ
ー
ト
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】

　
社
員
若
干
名

　
パ
ー
ト
　
三
～
四
人

【
募
集
期
間
】

　
七
月
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
履

歴
書
必
着

【
応
募
資
格
】

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
二

十
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
者
で
川
西
町

在
住
又
は
U
タ
ー
ン
希
望
者
。
会
計
事

務
経
験
者
優
遇
（
要
普
通
免
許
）

【
職
務
内
容
】

　
一
般
事
務
及
び
温
泉
施
設
管
理
業
務

　
（
二
交
代
制
に
よ
る
変
則
勤
務
）

【
採
用
旦

　
社
　
員
　
平
成
十
三
年
九
月
一
日

　
パ
ー
ト
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

【
勤
務
先
】

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
㈱
ま
ち
づ
く

り
川
西
（
盈
6
1
1
1
5
1
5
　
担
当
高

橋
）
ま
で
。

へ、
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大
空
の
芸
術
に

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
し
ま
せ
ん
か

大
地
の
芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
　
凧
作
り
＆
凧
揚
げ

　
2
0
0
3
年
に
開
催
さ
れ
る
第
二
回

大
地
の
芸
術
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
芸
術
家
を
招
い
て
凧
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
凧
揚
げ
が
行
わ
れ
ま

す
。　

凧
作
り
を
指
導
す
る
芸
術
家
は
、
ジ

ャ
ク
リ
ー
ン
・
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
女
性
作
家
で
、
凧

を
使
っ
て
「
ス
カ
イ
ワ
ー
ク
」
と
い
う

活
動
を
続
け
て
い
る
第
一
級
の
作
家
で

す
。

　
凧
揚
げ
と
い
う
と
日
本
人
に
も
親
し

み
深
い
も
の
で
す
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
交
流
し
な
が
ら
、
世

界
で
た
だ
一
つ
の
自
分
だ
け
の
凧
を
作

り
ま
す
。
翌
日
、
自
作
し
た
凧
が
い
っ

せ
い
に
揚
が
っ
て
い
く
光
景
は
壮
観

で
、
特
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
得

難
い
経
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。
夏
休
み

の
思
い
出
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

氾僧
國

■
日
時
八
月
十
日
（
金
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

■
会
場
十
日
町
市
南
中
学
校
体
育
館

■
対
象
主
と
し
て
中
学
生
と
小
学

　
生
高
学
年
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
参

　
加
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物
　
上
履
き
、
は
さ
み
、
絵
筆

■
そ
の
他
絵
の
具
で
の
着
色
作
業
が

　
あ
る
の
で
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時
八
月
十
一
日
（
土
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　
※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

■
会
　
場
　
信
濃
川
河
川
敷
、
妻
有
大

橋
下

■
対
象
前
日
の
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ

　
ヨ
ッ
プ
に
参
加
し
た
方

■
持
ち
物
　
製
作
し
た
凧
、
帽
子
、
水

　
筒
、
タ
オ
ル

■
そ
の
他
　
炎
暑
の
中
で
の
イ
ベ
ン
ト

　
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
は
七
月
三
十
一
日
（
金
）

ま
で
に
、
開
発
課
地
域
政
策
係
（
盈
6
8

1
3
1
1
1
〈
内
線
3
1
1
〉
）
ま
で
。

『
第
2
回
・
大
地
の
芸
術
祭
』
の

作
品
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
1

　
平
成
十
五
年
夏
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
『
第
二
回
・
大
地
の
芸
術
祭
』
で

作
品
制
作
す
る
場
所
を
視
察
す
る
た

め
、
ま
も
な
く
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、
前
回
の
作

品
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
多
く
の
方
々
が

「
楽
し
か
っ
た
」
「
い
い
思
い
出
を
も
ら

っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
今
回
は
よ
り
多
く
の
方
々
か

ら
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
希
望
者
は
、
役
場
開
発
課
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
七
月
二
十
三
日
（
月
）
ま
で
に
開

発
課
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

ヨ
ロ
ラ
ロ
に
し
ロ
コ
ラ
ド
ロ
し
し
コ
ド
ロ
ロ
ロ
ラ
コ
　
　
し
ロ
ロ
ロ
ド
コ
ド
ド
ヨ

㎜
募
集
す
る
対
象
㎜

r
’
I
ー
口
－
匹
I
I
1
1
1
巳
ー
I
I
I
I
巳
薩
I
I
l
I
I
－
1
巳
匿
I
L

①
こ
こ
に
作
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
、
と

　
い
う
集
落
、
団
体
（
概
ね
十
人
以
上
）

②
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
作
品
を
作

　
り
た
い
、
と
い
う
集
落
、
団
体
（
概

　
ね
十
人
以
上
）

※
今
回
募
集
す
る
の
は
、
作
品
制
作

の
侯
補
地
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
視

察
を
経
て
構
想
し
、
場
所
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
実
現
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
開
発
課
地
域
政
策
係
盈
6

8
1
3
1
1

1
（
内
線
3
1
1
）
圃
6
8
1
3
8
2
8

◆，（◆レ．◆◆．（◆レ．◆◆．ぐ◆レ）◆◆（ぐ◆レレ◆◆く（◆レレ◆◆く4◆レ）◆◆ぐ（◆レ・◆◆ぐ（◆レ・◆◆（（◆　◆◆司《◆レレ◆◆4（◆）レ◆◆・（◆レレ◆◆（（◆レレ◆◆司ゆレ◆◆司q◆）’◆◆“《◆）レ◆◆“（◆））◆◆“司◆レ）◆

新
し
い
干
手
温
泉
は
、
ど
ん
な
建
物
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
か
ら
の
報
告
晦

　
三
月
か
ら
続
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

事
は
、
浴
室
部
分
を
最
後
に
概
ね
終
了

し
、
現
在
は
木
工
事
を
中
心
に
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
の
上
に
、
一
本

当
た
り
約
ニ
ト
ン
の
重
さ
の
集
成
材
ト

約
三
m
の
柱
の
上
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
流
し
こ
ん
で
い
る
様
子
。
空
洞

が
で
き
な
い
よ
う
に
一
本
ず
つ
慎
重

に
作
業
し
ま
す

ラ
ス
を
の
せ
て
大
き
な
屋
根
を
つ
く
る

工
事
は
、
今
回
の
工
事
の
中
で
最
も
難

し
い
も
の
で
、
そ
の
準
備
に
も
長
い
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
柱
の
上
に
全
て

の
ト
ラ
ス
が
の
っ
た
時
は
、
感
動
的
な

瞬
間
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
大
き
な
屋

根
の
下
に
は
、
温
泉
を
楽
し
ん
だ
あ
と

の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
げ
る
、
高
い
天
井

で
ひ
ろ
び
ろ
し
た
空
間
の
大
広
問
や
、

陽
だ
ま
り
ラ
ウ
ン
ジ
を
南
に
面
し
て
つ

く
り
ま
す
。

　
大
き
な
屋
根
に
は
融
雪
装
置
を
設
置

し
、
雪
を
融
か
し
ま
す
。
ま
た
、
温
泉

の
熱
源
を
暖
房
や
給
湯
、
消
雪
に
利
用

す
る
設
備
の
工
事
も
い
よ
い
よ
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。

木組みの美しい曲線をえがく屋根

　　　　　　　　　　　　　　　つド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　1　※7月7日におこなわれる　　i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　i　　「屋根まつり」の様子は、　i
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　1　　次回にお知らせします。　　i
　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■』

　L
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信
濃
川
の
増
水
に
、

こ
注
意
を
1

J
R
東
日
本
　
信
濃
川
発
電
所

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る
事

故
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
J
R
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川
に

お
け
る
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
宮
中

取
水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市
千
谷
島
ま
で

の
信
濃
川
沿
岸
に
ダ
ム
放
流
警
報
用
サ

イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水
を
放
流
す
る
と

き
は
警
報
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
安
全

な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に

気
付
か
な
く
て
も
増
水
し
て
き
た
ら
急

い
で
退
避
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
増
水
が
早
い

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
河
川

が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、
調
整
池

（
浅
川
原
・
山
本
・
新
山
本
）
の
余
水

路
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

▼
次
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
ダ
ム
か
ら

の
放
流
量
が
通
常
よ
り
増
加
し
ま
す
の

で
、
昼
間
水
遊
び
を
し
て
い
る
と
き
に

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
七
月
二
十
日
～
八
月
三
十
一
日

・
十
月
一
日
～
十
一
月
九
日

※
子
供
達
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常
に
危

険
で
す
。
危
険
な
遊
び
を
見
か
け
た
ら

一
声
注
意
し
て
、
子
供
を
水
の
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

プ
＝

卿
岱

μ
＝
ハ

＝
一

　
七
月
二
十
一
日
（
土
）
、
左
記
に
よ

り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
古
着
、
子
供
服
、
雑
貨
、
手

作
り
品
な
ど
な
ん
で
も
O
K
。
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
資
金
源
に
い
か
が
で
す

か
。

◆
日
　
時
　
七
月
二
十
一
日
（
土
）

　
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

◆
会
　
場
　
川
口
町
役
場
前
お
祭
り
広

　
場

◆
参
加
料
　
三
〇
〇
円

※
食
料
品
や
動
物
な
ど
は
、
出
店
で
き

ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
限
　
七
月
十
三
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

川
口
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局
（
川
口
町

役
場
企
画
商
工
課
）
盈
0
2
5
8
1
8

9
1
り
D
－
⊥
1
2

つ

♂
．

勘
じ

づ

＼
一
’

　
　
思
　
O

！9

￥
●

♂

㌧
、

計
画
外
流
通
米
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
に
直

接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
食
糧
事
務

所
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
米
の
流
通
量
や
流

通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
、
届
け
出
用
紙
は
農
協
や
役
場
農

林
課
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
や
F
A
X
に
よ
る
届
け

出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
届
け
出
先
》

　
農
林
課
振
興
係
盈
6
8
1
3
1
1
1

（
内
線
3
3
2
）
圃
6
8
－
3
8
2
8

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
生
を
募
集
し
ま
す

1
受
付
期
間

　
学
校
学
生
　
7
月
2
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
8
月
9
日
（
木
）

　
大
学
校
学
生
　
8
月
3
0
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
9
月
n
日
（
火
）

2
試
験
日

　
学
校
学
生

　
1
次
試
験
　
9
月
2
3
日
（
日
）

　
2
次
試
験
　
1
0
月
1
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
2
0
日
（
土
）

　
3
次
試
験
　
1
2
月
B
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
1
8
日
（
火
）

※
第
3
次
試
験
は
航
空
課
程
の
み

大
学
校
学
生

　
1
次
試
験
　
1
0
月
2
7
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
2
8
日
（
日
）

　
2
次
試
験
　
1
0
月
2
1
日
（
金
）

■
受
験
手
続
・
問
い
合
わ
せ
先

　第

九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事

　課

盈
0
2
5
1
2
4
4
1
4
1
5
1

　
（
内
線
2
1
3
）
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0

　
1
2
0
－
4
4
4
1
5
7
6

◆州◆）レ◆◆州◆）レ◆◆州◆）レ◎N．》州◆レ）◎図レ（◆レレ●ゆ（《◆レレ◆◆（（◆）レ◆◆司（◆）レ◆◆（（◆））◎同レ（◆））◆◆（《◆レレ◆◆“◆レレ◆◆（（◆レ）◆◆ぐ（◆レ）◆◆（（◆レレ◆◆朔◆レレ◆◆．、◆レレ◆◆．4◆レ．◆

生
涯
学
習
だ
よ
り
④

「
中
国
卓
球
交
流
・
王
コ
ー
チ

ジ
ュ
一
一
ア
卓
球
指
導
」

　
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
、
卓
球
指
導
者

と
し
て
王
翔
宇
コ
ー
チ
を
招
聰
し
、
は

や
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
国
と
の
卓
球
交
流
を
す
る
こ
と

で
、
各
小
学
校
で
は
卓
球
に
興
味
を
示

す
児
童
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
教
室
は
、
昨
年
ま
で

千
手
小
学
校
児
童
と
川
西
中
学
校
卓
球

部
員
を
主
体
に
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
般
の
中
国
卓
球
交
流
団
の
各
小
学

校
に
お
け
る
交
流
会
の
中
で
も
、
卓
球

の
実
技
披
露
が
行
わ
れ
、
同
年
代
児
童

の
技
術
の
高
さ
に
興
味
津
々
で
、
目
をボールを見つめるまなざしは、真剣そのもの

へ
ζ〆

“
＼

見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
低
学
年
の

児
童
は
最
初
は
尻
込
み
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
練
習
に
加

わ
る
と
、
我
も
我
も
と
中
国
の
児
童
に

腕
の
振
り
方
を
習
う
な
ど
し
て
練
習
に

加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
団
コ
ー
チ
の
ハ
ル
ピ
ン
体
育
学

院
の
姜
教
授
の
話
で
は
、
中
国
で
全
国

的
な
選
手
に
な
る
子
は
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
練
習
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
来
町
し
た
児
童
も
、
「
全
国
的
な
選

手
に
な
り
た
い
」
と
い
う
し
っ
か
り
し

た
目
標
を
も
ち
、
強
い
意
志
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
に

は
新
潟
県
に
お
い
て
国
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
川
西
町
の
ジ
ュ

ニ
ア
卓
球
教
室
参
加
者
は
、
四
、
五
、

六
年
生
を
主
体
に
全
小
学
校
で
三
十
六

人
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
大
会
に
、
新

潟
県
を
代
表
す
る
卓
球
選
手
と
し
て
、

ジ
ュ
ニ
ァ
卓
球
教
室
か
ら
活
躍
す
る
選

手
が
出
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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と
ろ
と
ろ
と
號
珀
に
古
り
し
梅
酒
か
な

み
つ
豆
の
妻
と
つ
き
合
い
心
太

勿
体
な
し
紫
陽
花
寺
に
我
一
人

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

水
番
の
莚
丸
め
て
寒
き
止
め
し

水
番
の
堰
の
深
さ
に
手
古
ず
り
ぬ

水
番
に
降
る
雨
の
日
の
ゆ
と
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

ぞ
っ
く
り
と
株
の
増
え
ゐ
し
青
田
か
な

老
妻
の
心
込
め
た
る
笹
綜

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

初
蝉
や
法
事
終
り
し
寺
寂
と

柔
ら
か
き
畦
を
踏
み
つ
つ
芹
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
　
澄
代

洗
濯
の
物
乾
す
苦
労
梅
雨
つ
、
、
つ
く

洋
傘
を
回
し
来
る
子
や
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

老
農
に
田
植
機
ぴ
た
と
直
進
す

食
べ
頃
と
思
ひ
つ
韮
は
花
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

深
緑
の
句
碑
公
園
を
散
策
す

寺
の
山
友
と
連
れ
立
ち
句
碑
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

笹
の
葉
に
包
む
団
子
を
握
り
け
り

手
を
振
っ
て
別
れ
る
山
の
夕
焼
け
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

サ
ク
ラ
ン
ボ
終
戦
直
後
ふ
と
よ
ぎ
り

去
年
買
い
し
あ
や
め
の
花
の
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

燕
来
し
車
庫
の
シ
ヤ
ッ
タ
ー
開
け
し
ま
ま

土
手
歩
く
楽
し
み
増
え
ぬ
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

夏
の
蝶
山
の
墓
標
に
音
も
な
く

過
疎
の
村
と
は
わ
び
し
く
て
茗
荷
竹

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

水
玉
の
模
様
の
若
き
更
衣

筍
の
男
盛
り
の
香
り
持
つ

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

食
べ
る
よ
り
も
ぐ
楽
し
み
の
茄
子
胡
瓜

梅
雨
空
を
眺
め
て
今
日
の
俳
句
書
く

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

タ
映
え
に
明
る
き
町
の
青
田
か
な

六
月
や
朝
よ
り
白
き
山
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

芽
の
色
を
し
て
あ
り
ま
き
の
集
い
ゐ
し

あ
と
十
年
生
き
ん
と
思
う
挿
木
か
な

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
金
子
　
鉄
平

燕
の
子
湯
宿
の
客
の
瞳
を
集
め

今
年
ま
た
ち
ま
き
を
結
ひ
て
蒜
な
く

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

初
も
ぎ
の
茄
子
と
胡
瓜
を
御
仏
へ

父
と
子
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

〈
お
願
い
〉
投
句
は
月
末
必
着
を
厳
守

し
、
月
末
が
日
・
祝
日
の
と
き
は
、
そ

の
前
日
を
目
途
に
お
出
し
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
院
0
3
院
1
1
院
1
1
院
0
3
院
6
1
院
6ー
ク
60
院
5
5

躯
医
⑳
病
）
謝
医
議
）
網
病
）
躍
禽
㍊
引

救
ロ
菊
5
5
村
動
6
3
野
剛
52
吻
輯
52
南
輌
6
5
か
面
5
8
助
鴫
50
靹
剣
52

日
山
愚
上
醤
庭
歯
田
廻
津
歯
た
碁
本
体
盈
小
麺

休
日
　
〃
　
日
　
日
　
〃
　
日
　
日
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
剛
　
　
　
2
　
2
　
　
　
2
　
月
　
－

　
　
一
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
り

見
直
し
ま
し
ょ
う
あ
な
た
の
食
生
活

食
事
は
、
必
要
な
栄
養
を
体
内
に
と

り
入
れ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
日
常

生
活
の
中
で
重
要
な
も
の
で
す
。
今
、

　
私
た
ち
を
と
り
巻
く
「
食
環
境
」
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
で
も
食
べ

ら
れ
る
「
飽
食
の
時
代
」
。
し
か
し
、

好
き
な
と
き
に
好
き
な
も
の
を
好
き
な

だ
け
食
べ
て
い
て
は
、
肥
満
や
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
を
招
き
、
生
活
習
慣
病
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

食
品
を
と
っ
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
生
活
習
慣
病
の
誘
因
と
な
る
肥
満

な
ど
の
解
消
に
つ
と
め
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

食
生
活
の
問
題
点

①
動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ

　
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
う
脂
肪
の
と

り
す
ぎ
は
動
脈
硬
化
、
高
脂
血
症
、
心

臓
病
な
ど
を
招
く
要
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
魚
以
外
の
動
物
性
脂
肪
の
と
り
過

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
魚
や
植
物
性

脂
肪
を
適
量
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
塩
分
を
と
り
過
ぎ
て
い
る

　
知
ら
ず
し
ら
ず
に
と
り
過
ぎ
て
し
ま

う
塩
分
で
す
が
、
と
り
過
ぎ
は
高
血
圧

の
原
因
に
な
り
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の

誘
因
に
な
り
ま
す
。
一
日
に
と
る
量
は

十
ぞ
以
下
を
目
標
に
、
新
鮮
な
食
材
を

使
っ
て
素
材
の
持
ち
味
を
生
か
し
た

り
、
酸
味
や
香
辛
料
を
上
手
に
利
用
す

る
な
ど
し
て
減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

③
食
物
繊
維
が
不
足
し
て
い
る

食
物
繊
維
は
・
便
通
を
よ
く
し
腸
内
鰯

を
す
っ
き
り
き
れ
い
に
し
ま
す
・
大
腸
麗

が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
幽

防
に
も
、
食
物
繊
維
を
含
ん
だ
野
菜
、

芋
類
、
き
の
こ
類
、

を
積
極
的
に
と
り
感
よ
う
．
　
魅

鶴
㎞
徽
繍
讐
趨

き
り
と
い
う
最
悪
の
コ
ー
ス
に
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
牛
乳
、
乳
製
品
、
小
魚
、
海
草

な
ど
の
食
品
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。

鰹

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
た
べ
ま
し
ょ
う

毎
日
の
食
事
に
、
主
食
、
主
菜
、
副

菜
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
。
い
ろ
い
ろ

な
食
品
を
食
べ
る
こ
と
が
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
良
く
し
ま
す
。

住
民
検
診
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

　
そ
の
結
果
か
ら
、
食
生
活
で
改
善
で

き
る
も
の
は
な
い
か
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
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悔
葛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ゆ
名
憲

鍔
藻
羅
誇

高
砂
1
ご
円
満
に

（
金
子
和
弘
元
町

高
　
橋
　
由
　
香
　
十
日
町
市

（
清
水
俊
治
田
中
町

浜
　
崎
　
佐
代
子
　
田
中
町

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

滋
野
　
一
郎

小
海
　
ノ
ヤ

村
山
奈
央

山
田
千
加
子

58　18　87　73

ハ　 　　 　　ハ公利正康

三夫雄一
）　 ）　 ）　）

仁高小野
　原根
田田岸口

小
林
キ
ミ
8
9
（
弘
）
下
平
新
田

武
田
　
フ
ミ
　
8
3
（
忠
　
平
）
高
原
田

南
雲
　
昇
72
（
弘
）
中
仙
田

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

永
井

藤
巻

小
林

中
川

羽
鳥

希の波な　　誓ち
ぞ　み　た　こ　か美み　葵き　崇倉　心云　良ら

ア正紀直純　　美慎美政

ツ代　章之子徳美也子　保介織浩

木
落

発
電
所
通
り
西

元
　
町

み
の
り
団
地

仁
　
田

（
6
月
－
日
～
3
0
日
届
け
出
順
）

●
I
O
●
I
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表
紙
の
写
真
で
も
紹
介
し
た
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
・
ふ
化
が
見
ら
れ

る
の
は
町
内
で
も
山
あ
い
の
水
辺
だ
。

　
実
は
、
こ
の
カ
エ
ル
の
得
意
技
は
木

の
上
に
卵
を
産
む
こ
と
。
表
紙
の
写
真

の
田
ん
ぼ
の
脇
に
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
木

が
あ
っ
て
、
そ
の
枝
の
先
、
葉
の
先
端

に
卵
が
た
く
さ
ん
産
み
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
数
お
よ
そ
三
十
。

　
ひ
と
つ
の
か
た
ま
り
は
、
夏
み
か
ん

く
ら
い
で
、
乳
白
色
の
泡
状
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
中
に
黄
色
っ
ぽ
い
小
さ
な

卵
が
二
百
～
五
百
個
ほ
ど
入
っ
て
い

て
、
泡
の
中
で
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
か

え
る
と
、
卵
塊
の
底
が
破
れ
て
水
の
中

に
ポ
ッ
チ
ャ
ン
！
と
い
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
実
際
、
木
の
先
は
水
際
ぎ

り
ぎ
り
に
し
か
張
り
出
し
て
お
ら
ず
、

水
に
落
ち
る
葉
の
先
を
見
切
っ
て
産
卵

し
て
い
る
。
す
ご
い
知
恵
、
と
い
う
か

本
能
だ
と
つ
く
、
づ
く
感
心
す
る
。

　
実
は
、
草
刈
り
前
で
、
あ
ぜ
に
卵
を

隠
す
草
が
あ
っ
た
と
き
に
産
み
付
け
た

の
が
表
紙
の
写
真
の
卵
で
、
草
刈
り
後

に
産
み
付
け
た
の
が
木
の
上
の
卵
だ
。

　
や
っ
ぱ
り
、
カ
エ
ル
も
、
本
音
は
楽

を
し
た
い
よ
う
だ
。
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▲「空の国へようこそ」

3年生小海　南さん

▲「長い道」

　6年生金子竜美くん

⊥
上
野
小
学
校
丁

しかった遠足」

入澤ちあきさん

（
8
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）

▲「田植えのあとに」

　5年生丸山　巧くん
13．7．10⑯


